
神戸支部は3月26日、協会会議室で講演会を

開催した。佛教大学社会福祉学部教授の武内一

先生（小児科医）が「診療の現場から子どもの

貧困を考える」をテーマに講演し、医師・歯科

医師や看護師、市民ら30人が参加した。

武内先生は子どもの貧困が６人に１人と報道

されている中、医療機関を受診する家族は、発

熱や嘔吐などへの治療を期待しても、生活の困

難さや生きづらさを医療者側に支えてほしいと

は期待しておらず、診療の現場からはその実態

が見えにくが、予防接種を受けない・朝食を食

べないなどから推察されることがあるとして、

武内先生が実際に診療の現場で体験した事例を

紹介した。

また、子どもの貧困とは、必要な物質的、精

神的、情緒的な資源が奪われている状態にあり、

ヨーロッパでは貧困を広くとらえて国が手を打っ

ているにも関わらず、日本では貧困対策の目標

がなく理念的で具体性に欠けていることを指摘

した。

講演後には、子どもの貧困問題を社会が認識

し対応していくためにはどうすればいいのか、

活発な質疑応答と意見交換が行われた。
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「子どもの貧困」講演会

会場からは活発な質疑が出された 講演を務めた武内一先生

現場での経験を踏まえ子どもの貧困を考える
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兵庫県保険医協会 神戸支部

保険請求事務講習会・職員接遇研修会のご案内

これだけは押さえたい 患者接遇の基本
～クレーム対応も含めて～

日時 ５月27日（土）15時 18時

28日（日）10時 15時

会場 協会5階会議室

（プログラム） <1日目>15時 18時

※保険診療とは、窓口業務、点数の解説、薬剤料の計算など

<2日目>10時 15時

※診療報酬請求の実務、レセプト作成実習と解説

参加費 8.000円

（テキスト・資料代、2日目の昼食代含む）

●日 時 ６月10日(土) 14時30分～16時30分

●会 場 兵庫県保険医協会第1・2会議室

●講 師 マネジメントコンサルタント

松田 幸子 先生

●参加費 1人 1000円

●定 員 80 名

（定員になり次第締め切らせて頂きます）

※医療安全管理研修会の一環のため、受講者には受講証を発行

お問い合わせは、TEL078-393-1809 神戸支部担当：前川まで

初心者のための保険請求事務講習会 神戸会場

職員接遇研修会



「糖尿病」って聞いたことがあって、糖尿病

になると目が見えなくなるとか、足を切断しな

いといけなくなるということは何となく分かっ

ていましたが、何が原因でどうしてそうなるの

か全く分かっていませんでした。実際、今回の

会に参加された方の中で、私と同じような方も

少なくなかったのではないかと思います。

そんな私にも今川先生の話は分かりやすく、

聞き終えた後、感動しました。絵やイメージで

伝えるのが上手で、素晴らしいなあと思いまし

た。例えば、グルコース（炭水化物）をトラッ

クに積んでいる食糧に例え、エネルギーとして

使う場を家に例えて、トラックが家に食糧を運

ぶ絵を書きます。その道が血管です。それぞれ

の家が必要な食糧をトラックが運んでいる間は

大丈夫ですが、必要以上に食糧を乗せたトラッ

クが道を走ると渋滞ができてしまいます。その

血管の渋滞が失明や足の腐敗につながってしま

うということでした。

今川先生の分かりやすい説明は耳が聞こえる

人、聞こえない人関係なくみんなに伝わるよう

に工夫し、努力されたものだと思います。私は

普段医師として仕事されている今川先生を知り

ませんが、すごく患者さんからの人望が厚い先

生だろうなと、今回の会に参加して思いました。

また機会がありましたら、糖尿病以外の今川先

生の講義を聴きたいと思いました。

【小山 恵里奈】
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健康と医療について語り合う会 感想文

糖尿病への理解深まった

神戸支部は3月23日に、あすてっぷKOBEで健康と医療について語り合う会を開催した。これは聴

覚障害者らが医療や健康についての情報を学ぼうと定期的に開催する「聴覚障害者の医療を考える

会（いのちを考える会）」の講師派遣の要請に応えているもの。徳洲会病院（垂水区）の今川竜二

先生が「聴覚障害者の医療について」と題して講演し、市民、聴覚障害者の方を中心に50人が参加

した。参加者の感想文を紹介する。

(右)絵を描いてグルコースの動き

を説明する今川竜二先生

(下)講演後、活発な質疑応答が行

われた
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